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山口縣玖珂地方マンガン鉱床調査報告

密　、本　　弘　　道＊

　　　　　　　　　　R6sum6
　　　ノ
Report　on、Manganese　Deposits　of　Kuga　Distriet，

　　　　　　　YamaguchiPrefecture・

by

Hiromichi　Miyamoto

　　　Many　manganese　deposits　of　contact　or　hydrothermal　occurred　in　Paleozoic　clayslate

and　chert，are　distributed　in　the　southem　part　of　Kuga　district，Yamaguchi　Pref．，of　which

21deposits　were　survey6d　in1951by　the　writer．Most　of　them　consist　of　ore　bodies　aを一

ranged　in母chelon　for血．These　ores　are　composed“ssentia11y　of　manganese　sillcates，mo＄t

of　whose　concentrated　grades　afe　estimated　about　Mn3G－35％and　SiO225－35％．，

1．緒・　言

　昭和26年5月山口縣玖珂地方のマソガン鉱床を調査

した。こNにその結果を報告する。

　本地方のマンガン鉱床に関する文献として次のものが

ある。

1．山口縣地下資源レポート，山口縣商工部，1951

　　a．原口九万外1：周防高森地区満俺鉱床調査報告

　　b．別所文吉外2：第二次調査報告（玖珂郡・都濃

　　　郡）

　　c．志賀融3都濃郡・玖珂郡の地下資源にっいて

　2。中国地方綜合開発委員会編：中国地方鉱業要覧，

　　1950．

3．吉村豊文：日本¢）マソガン鉱床，1950

　4．赤木健r山口縣来巻鉱山，75，000分の1地質図

　　室積図幅説明書，1923

2．調奪鉱山（第1・2図参照）

　今回調査した鉱山は主として山口縣玖珂郡の南部地域

内にあるもので，次に示される地域内のものは除外した。

　1）錦川本流流域およびその東方地域（た黛し深谷・

岩国の両鉱山は調査した）。

　2）岩徳線より南方の地域（た黛し畑二および編巻の

両鉱山は調査した）。
　　　　　　　　　　　　　　　の
　調査当時，本地域内の稼行鉱山数は30に達していた

が，今回調査したのはそのうちの13鉱山である。次表

＊鉱床部

、

に調査鉱山に関する現場の位置・鉱区番号・鉱業権者・

最寄駅よりの踵離を示した。

3．1地　　形

　地域内には海抜標高400’一700mの物見岳・蓮華山・．

樽山・雲霞山・鳥帽子岳等の山々が起伏し，その間を島

田川・錦川およびその支洗甘木川・根笠川・深谷川・師

木野川等が北または南に洗れる・三瀬川・小畑間の島田

川両岸・桑根村平本附近・錦川の南斜面・深谷川の両岸『

等の谷壁は30。以上の傾斜を示し，珪質岩類よりなる高

さ30m以下の急崖が処々に見受けられる。他の地域に

おいては谷壁の傾斜20Q以下であるが，ともにV字形の

谷が発蓬する。桑根村平本附近の山頂部は平垣に近いが

最大10m内外の起伏があり，，蓮搬には人脊・牛脊等の

助力に倹たなければ搬出困難である。久杉鉱山の牛岩現

場，万代鉱山の現場附近がこの例に属する。明見谷・相・

の谷・岩国・畑等の諸鉱山の現場はトラック搬入の地点

まで1km以上の距離があり，その間の搬出には人脊・

牛脊・木馬等の助力に依存する以外に方法がない。また

上記の諸川に浴うて大体トラック道路がつくられてい

る。

　各現場中，附近の谷底よりの比高30m以上の場合を

あげれば次表のようで，搬出には軽便索道を利用する方

が便利である。

　樽山・明見谷・三宝等の各鉱山の現場附近において多

少とも濯鉱用水が得られるが，・その他の現場においては

ほとんど利用すべき洗水がない。　“　　　．
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・鉱山名

深　谷

』岩　国
アヒノタニ
．相の谷

古　宿

　畑

華華
アケミダニ

明見 谷

末
、
広

・ク　　スギ
久
．
杉

三　宝

万　代

樽：　山

幅　巻

現場’の位置

　　テンノオ北河内村天尾字深谷

　　ユカバ　グ　行波字倉谷

南河内村伊房字大谷・

師木野村古宿字三幹家

　ク　柱野字大平および大師山
　　ハタキ　　ゴウシロウ南河内村甘木字強四郎

玖珂町谷津字一の迫

高森町明見谷字向ケ迫

　グ　　、下久原字上川上．

｛桑根村平本字牛岩川越村三瀬川字滝迫

　　ウソゴエ
　〃獺越字猪の谷
／　　　　　　　ヤナガソ　　　　セイジロ

桑根村平本字柳宗および清代

　　　　　　　カガシ川越村獺越字樽口および風止　

下松市来巻字中ラケ

最寄駅はすべて岩徳線

鉱区番号

試5，226

試4，844

試5，067

試5，380

試5，379

試5，707

採728
採406
試5，441

試5，234

試5，413

‘
採
700

採595
講6，956

鉱業権者名 最寄駅よりの踵離

越智善太郎　　西岩国駅の西22km

　　”　　　　　　ケ　　　　15．6km

　　ク　　　　　玖珂駅の北　　10km．

園　部　恵．亮　　柱野駅の南西　4km

　　ヴ　　　　”．　南1・5醜ゴ

越智善太郎　玖珂駅の北　5．5km
　　〃　　　　 〃　　　　3km

藤尾邦一周防高森駅の北9．km
重田喜三一　、　〃　　　　2．7km

平商樫太郎　　〃　北西11．5km

　　〃　　　　　　　　　ゲ『　　　〃・14．5km

安部鹿臓　〃　ケ11～12km
童田喜三一　〃　ケ5．2～6km

越智善太郎　　周防久保駅の南　6km

孫

禍　　 歪岩国

　　　　　松　　　　　尾

　　　編

　　　　な，織1～

◇麟
穴　 現場

響瞬嫉潔、血

　　　　　　　い禽。・’

　　3孟

　　第1圏　玖珂地方調査鉱山分布圖

　　　　　　　2一（658）
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　　　　　　　オ　至と備　、欲、　　季　　　至離町

　　　　　　　豊
　　　　　　　！’　　　　　繋、！
　　　　　　ノ　　　毫帽揺
　　　　　　ノ　　　　　 41λ4皿

　　　　　　假　　　　　　量，1　福薩ム，

　　　　　　　　匁　、D　　　　lk飢

一　　　　　　　　　轟
第2圏　福雀鉱山位置交通圖

4．地　質

　地質は花崩岩を基底とする古生暦およびこれを貫ぬく

リソイダイト・珊岩等よりなう。璽

　古生暦はおもに粘板岩暦・チャート暦・砂岩暦等より

なる。粘板岩暦ばおもに片状黒色ρ珪質荻色・圧陣岩状・

千枚岩状・砂質友色等の粘板岩よりなり，処々にホルン

フェルスが見受けられるが，マンガソ鉱床附近において

は熱変質の影響がき’わめて弱い・チャ、一ト暦はおもに粘

板岩の薄層を縞状に鋏むチャートく俗称千枚珪岩）より

なり，マソガソ鉱床附近では荻白色ないし黒深色の塊歌

のチャートとなることがあり，とき’に石英細脈に貫ぬか

．れたり，黒白模様の黒白珪石となるものが認められるこ

ともある。砂岩暦はおもに細粒次色緻密な硬砂岩等より

Pなる。

　リソイダィトおよび玲岩は古生暦中の粘板岩中に脈

．マ状・岩床歌をなして僅かに賦存するび．

　古生層の走向はお』むねEWまたはそれに近く，傾

斜は北または南落ちの40～600のものが多い。万代およ

び三宝両鉱山附近では』走向N－S～N400Wとなり，北

に変る。明見谷鉱山附近ではきわめて緩傾斜となり，ほ

とんど水平に近い所がある。末広鉱山以北には走向N

40・一700E，傾斜50～900Nの断暦が発蓬するる末広鉱山

附近には走向N600W，傾斜600Sの逆断暦が認められ

るQ蓮華鉱山附近では走向N100E夕傾斜700Wの断暦

が認められるo

’5．鉱　床

玖珂地方において万代・久杉・第二蓮華・（明見谷鉱山
　　　　へふナこしか
の北隣の鉱山）・二鹿（相の谷鉱山の北方に位する鉱山

で，調査当時休山）の各鉱山より南方および東方にマソ

ガン鉱床が発達し（第1図），北方には軍石を主体とする，

接触鉱床および鉱脈が胚胎する。今回は前記の範囲内の

マソガソ鉱床について記述する。次表に調査したおもな

鉱床を示す。

調査した鉱床は地質上から接触鉱床と熱水鉱床との2

つの型式に分類すうことができる。熱水鉱床と考えられ

るものには深谷・相の谷・古宿・岩国・大平の各鉱床が

あり，その他の鉱床はすべて接触鉱床に属する。いずれ

も裂癬充翼性および交代性のものである。

鉱床と母岩とめ関係

．前記各鉱床はいずれも古生暦中のチャートまたは粘板

岩を母岩とするものである。深谷・古宿・甘木・一の迫

の各鉱床の両盤はおΣむねチャートであり，他の鉱床は

粘梅岩およびチャートを母岩とする。これらの母岩は花「

歯岩の逆入による熱変質の影響がきわめて弱い。茉激岩

は多く片状黒色のもので，一部に珪質の粘板岩が認めら

れ，お玉むね粘土化作用を受けているが，局部的に珪

化作用を受けることがあ』る。甘木鉱床の上盤には粘板岩

の薄暦が挾まれ，緑泥石化作用を受げ，・油盤がつくられ

調査鉱山名

現場名，

深谷鉱山
岩国鉱山
『
相 の谷鉱山
畑鉱山大師山

古宿鉱山
、末広鉱山、

万代鉱山
久杉鉱山牛岩’

三宝鉱山
樽’山鉱’山

谷底よりの比高（m）

　30
　150
　50
　110
　80
　70
　300
　300
　40
100～120

深，谷鉱山

岩国鉱山
相の谷鉱山

古宿鉱山

畑鉱山
蓮華鉱山
明見谷鉱山・

末広鉱山
久杉鉱山

三宝鉱山

万代鉱山

樽山鉱山

編巻鉱山

調査したおもな鉱床名

深谷鉱床

岩国鉱床．

相の谷鉱床

古宿鉱床

大平鉱床』畑鉱床

甘木鉱床・一の迫鉱床

明見谷第1鉱床・明見谷第2鉱床、

末広鉱床

牛岩鉱床・滝迫鉱床

猪の谷第1鉱床・猪の谷第2鉱床・猪
の谷第3鉱床卜

柳宗館床・清代鉱床．

風止鉱床・樽山第2鉱床・樽：山第3鉱
床・樽山第4鉱床

福巻鉱床
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第5圖　福翁鉱山本坑坑内地質鉱床圖

華婁、

雲．

瓠一

　　　一華蟹芒聾
　　　　　　　　　灘尿
　　　　　　　　　　ゆ

讐嚢…一讐
　　　　　　　需齋恩

る。禧巻鉱床においては盤際近くに黒錯質の粘板岩の薄

暦を伴っている（第5図）。母岩となるチャ㌣トには千枚

岩駅のものおよび塊状のものがある。いずれもお』むね

珪化作用を受けている。千枚岩状の場合は甘木鉱床のよ’

うに粘板岩の薄暦を伴うことが多く，塊状の場合は盤際

に著しい凹凸が認められることがある。深谷鉱床の下盤

は黒白模様の塊状チャートすなわち黒白珪石であり，一

の迫鉱床の†盤の石英細脈に貫ぬかれた塊飲チャートで

ある。甘木鉱床の両盤は著しい黄鉄鉱化作用を受けてい・

るQ

葦…妻蛋i鎮・、

第4圖　　三宝鉱山附班地質鉱床圖

　各鉱体の配列歌況はおエむね母岩の暦理の方向に近く

続くが，個々の鉱体の両端を結ぶ線すなわちもとの裂罐：

の方向と考えられるものは，暦理の方向と一致すること

はほ，とんどない。一般にこの種の裂罐は雁行歌に配列三

「し，このなかに鉱体が形成されることが多いものである

が，今回の調査鉱床においても同様な構造をもつ鉱体か・

らなるものが見られ，その生成条件は同様であるとみな

される・鉱体の方向と母岩の層理面の方向とが著しく異

なる例として，明見谷第2鉱床の北西端の鉱体（第3図＞

および猪の谷第1鉱床の東端の歓体（第4図）をあげるこ

とができる。

　接触鉱床中には鉱体の傾斜およびその方向が上・下部・

により著しく異なるものがある。1大体次の4つの場合に．

まとめられる。

　1）上部が急傾斜で，下部が緩傾斜ゐ場合

　この場合，．下部の傾斜面が各斜面より緩かな時には，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　下部が谷斜面に露出することがある。清代鉱床および簿

山第2鉱床がその例である。

　2）上部が緩傾斜で，下部が急傾斜の場合

　この例として一の迫鉱床および末広鉱床があげられゴ

る0

　3）上・下部により傾斜の方向が異なる場合

　畑鉱床（第7図）および牛岩鉱床の例がある。

　4）上・下部を通じて傾斜およびその方向が著しく変

化しない場合

　上記の各鉱床以外の接触鉱床および熱水鉱床はこの型弘

をとつているQ

4一（660），
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第6圖
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末廣鉱山坑内地質鉱床．圖
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第7圖　　畑鉱山畑鉱床關係坑内圖

　鉱床の主要部が1鉱体よりなる場合と2個以上の鉱体

、よりなる場合とがある。前者は甘木・一あ迫・滝迫の各

鉱床において認められ，いずれも接触鉱床で訪つて，延

長15～⑳m，最大鑓幅1．G’》3m，傾斜延長10～30m

の規模を示し，本地域内においては比較的規模の大きい

鉱体に属するq後者はお」むね雁行欣に配列する鉱体の

集合よりなり，幅巻鉱床のようなものは典型的な例であ

る（第5図）。1鉱床中において確認されたおもな鉱体の

数は通常10個以下であり，末広鉱床の』10個（第6図），

幅巻鉱床の8個は数の多い方であつて，多くは3個以下

である。集合鉱体中大規模なものは柳宗・編巻の両鉱床

中に見られ，．それぞれ12m×2m〆29m，巧m×L3甲

×15mの規模を示すものがあり，多くは10m×0．6m

×10m以下である。鉱床の延長に関しては柳宗鉱床（第

8図）の130m，末広鉱床の◎Om，幅巻鉱床の80m，

清代鉱床の70；nは大きい方で，多くは50m以下であ
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第8圖’万代鉱山柳宗鉱床圖

って，30m以下のもゐも相当多数認められる。傾斜延

長に関しても畑鉱床の35mが最大で，多くは20m以

下であつて，傾斜の方向にも延びない傾向がある。岐阜・

愛媛等の各地方の稼行鉱床に比べて，本地域の鉱床はお

～むね規模が小さい。今回調査した鉱床の走向・傾翻・

規模は次表の通りである。

　牛岩および編巻の両鉱床においては，富鉱部の落しが

明らかに傾斜の方向に対して相当西に偏レているが，他

の鉱床では明らかでないQ
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調査鉱床名

潔谷鉱床

岩国鉱床

相の谷鉱床

・古宿鉱床

大平鉱床

畑鉱床

甘木鉱床

明見谷第

1鉱床
一の迫鉱
床

明見谷第

2鉱床

末広鉱床

牛岩鉱床

滝迫鉱床

猪の谷第

1鉱床
　　　ド
第2鉱床

　ケ
第3鉱床

柳宗鉱床

清代鉱床

風止鉱床

P樽山第2
鉱　床

　コク

第3鉱床

　クー
第 4鉱床
幅巻鉱床

走向

　EW
N20解
300E，北
端
N800E
の方向に
曲る

EW
EW
ヤ
E
W

EW
EW
N700W

N500W

N：700W

傾　斜

500～7GQN

700～800E

400～60QS
40Q《ノ500S

600｛’800N

下端200N　1

上部10QS
下部300N
150’》20QS

ほとんど水平

上部30。～400N
下部600～70。N

300N

N70・W上部200S・
　　下部600～80。S
N500’》

　700W
N400W

EW
N70QW

N100W

：N500W

N500W

EW
EW

EW

EW
EW

上部500S
下部400N

　300W
70Q’｝800S

200W

200～300W

100～20QW
，上磐鍾上60Q～

800：N下15σN
下磐鑓30。N

600戸》800S

1
2
0

Q
～
6
0 0S
上磐鍾，上部
40QS下部水平
下磐鑓600～
700S

200～300S

800N．

延長最大鑓傾斜延
（m）幅（m）！長（m）

6．鉱石

30m

20m

15m
80m

25m

10m

25m

50m

30m

40m

90m

25m

15m

30m

30m

25m

130m

70m
25m
20m

25m

50m

25m

30m

80m

0。4m

1m

1m
lm

0．7m

1m
3血

0．3～

0．6m

1．6m

1m

3m

1m
2m
0．7m

0．6m

0．6m

2m

0．7m
O．6m
O。4m

0．6m

0．6m

0．7加

1．3ρm

15m

15m　・

20卑十

20m

35m

15m十

10m

10m

20m

15m

15m

30m

5m

3～4m

5m
20m

15m十
不明

からなるいわゆるアヅキ（菱マンガン鉱を主体としてテ

フロ石・バラ輝石・緑マンガン鉱等を伴い，赤・緑・褐

等の斑点を有し小豆飯の外観を示す炭酸アンガン鉱）系

統の鉱石を主とし，いわゆるパラキ（バラ輝石を主とす

る珪酸マンガン鉱）の混入が相当多く，テフロ石が僅か

に混じることがある。バラキの最も少ないのは深谷鉱床

の鉱石である。

　球マン型は玖珂地方の南部地域に多く，スカルン鉱物

を伴う接触鉱床において見受けられる。認められたスカ

ルン鉱物はマンガソ角閃石・マソガン柘榴石等の珪酸塩

鉱物である。主要鉱石ほバラキで，テフ官が相当多量に

混じることがあり，アヅキ系統の炭マンがその間に介在

し脈石としては磁硫鉄鉱・閃亜錯鉱・黄銅鉱・黄鉄鉱・

石英・方解石等が認められる・他に硫マンガン鉱・緑マ

ソガン鉱・ペソウイス石を伴う・ことがあるo

　岩国鉱床・明見谷第1鉱床・柳宗鉱床はいずれも酸化

マ
．
ンガン鉱を主とする型である。岩国鉱床には鉱床の

上・下に関係なく，径最大1mのバラ輝石の少ない炭

マン塊が残留する。これは深谷鉱床等と同型の炭マy塊

が残留する。これは深谷鉱床等と同型の炭マソ型の鉱床

が酸化作用を受け’て，鉱石の大部分が酸化マンガン鉱に

なつたものと推定される。他の2鉱床は珪マン型の鉱石

・を残留する点より考察して，接触鉱床から変質したもの

であろう。柳宗鉱床においては上盤寄り厚さ0．4～1血

の部分のみが酸化作用を受けて，下盤寄り厚さ0．2～1m

の部分が珪マyを残している。／上記の3鉱床以外にも盤

際に幅一〇．1m程度の酸化マソガン鉱の薄暦が見受けら

れることがあるo

珪酸マンガン鉱および炭酸マンガン鉱の精鉱見込品位

は’Mn40％に蓬するものは比較的に少な，く，多くはMn

10m　・35％以下のものであつて，珪酸分が高く，Sio230％以

　　　上のものが坪較的に多い。深谷・樽山・古宿・福巻・相

15m十

15m十

20m

鉱石は湊酸マンガン鉱を主どする型（以下炭マン型ど

称する），珪酸マンガン鉱を主とする型（以下珪マンと称

する），酸化マンガソ鉱を主とする型の3つに分げられ

る。

淡マン型1ま主として錦川洗域に発達する熱水鉱床にお

いて見られる。深谷・相の谷・古宿・大平の各鉱床の鉱

石はこの型であつて1淡青緑色のもの，栗褐色のもの等

の谷等の各鉱床にはMn40％ど見込まれる鉱石がや、

多量に認められる。岩国鉱床の酸化マソガン鉱はMn3α

％に達するものがあり，調査した鉱床中最高品位の金属

マンガソ鉱である。

7．硯　況

深谷・，主宝の両鉱山においては露天掘が進められ，他

の鉱山においては谷底水準以高の坑内掘が行われてい

る。露頭部の探鉱は深谷・三宝・牛岩の各鉱床においセ

見られ，末広・明見谷第1・明見谷第2『・柳宗の各鉱床

においては残鉱整理の域を越えぬ探鉱が行われ，他の鉱

床においては多少なりとも鑓押掘進が進められている。

樽山第2鉱床に関しては下部探鉱坑道が掘進され，滝疽
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鉱床に関しては”ド部探鉱坑道として新大切坑が開難さ

れ，別鉱体に着鉱している。

選鉱ほ山元で多くズリ抜き程度の手選が行われる。柳

宗鉱床のように酸化マンガン鉱の多い鉱床では酸化マソ

ガン鉱と他の鉱石とに区別される。蓮華・深谷・岩国・

相の谷・隔巻の各鉱山の鉱石は玖珂町撰鉱場に集鉱され

さらに緻密な手選が行われ，Mn40％以上，Mn35～

40％，Mn30～35％，Mn30％以下の4階級に区別さ

れるQ

今回調査した鉱床よりの1カ月の合計出鉱量は約460

tにして，月産50t以上の出鉱を見るのは万代・久杉・

樽山の3鉱山に過ぎず，久杉鉱山の月産130tが最高で

ある。精鉱品位は多くMn38％以下であって，Mn27

％程度の鉱石も出荷されている。珪酸分はSi9225％以

下で，多く録八幡製鋒所に邊ら粋る。岩国鉱床の鉱石の

精鉱品位はMn45～53％に蓬し・合金鉄用≧して大同

製鋼福島工場（長野縣）に邊られる。炭々y中のMn40

％程度の鉱石も合金鉄用の原料となつているが，月10t

にみたない出鉱量である。調査当時の労務者在籍数は1

現場平均8名程度で，久杉鉱山の滝迫現場の27名が最

も多い。

　　　　　　8．探　 鉱

本地域に賦存する鉱床の探鉱にはその諸性質および取

に示される諸点に留意すべきものと思う。

1）上部の歌況を明らかにすべき鉱床

甘木および牛岩の両鉱床がこれに属するもので，これ

らはその下部が明らかとなり，上部にのみ若干の残鉱が

見られるから，上部坑道の鑓押なり，露頭の検討なりを

行い，その状況を明らかにして対策を講ずべきもめと思

うQ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

2）下部の欣況を明らかにすべき鉱床

一の迫・古宿・風止・樽山第2・樽山第4・編巻の各

館床にして，数100t以上の鉢量増加が期待されるが，そ

の他は若干の鉱量増加しか期待できぬものと思われる。

3）延長部の状況を明らかにすべき鉱床

最底鑛押坑道の引立より，さらに鍾押を続行して，そ

の延長部の状況を明らかにすべき鉱床に深谷・岩国・大

平・末広・柳宗・猪の谷第1・樽山第3の各鉱床があり

そのうち鑓押探鉱の結果により下部が期待されるものに

は岩国・深谷・柳宗・樽山第3の各鉱床があるが，その

他は探鉱により多少の鉱量が増すに過ぎぬものと思われ・

る。有望なのは樽山第3および柳宗の両鉱床と思う。・

　4）残鉱少なく，探鉱に期待薄と，思われる鉱床

　ほとんど採掘済となり，僅かに残鉱をみるものに明見

谷第1・明見谷第2・清代の各鉱床がある。

　2）および3）型の鉱床中にはさらに深部に鉱体が賦

存すると思われるものがあるから，上述のような諸点に

留意し，適切な探鉱を進め）その鉱体の捕捉につとむべき

である。他方未稼行または現在休止の鉱床に関しては，

なお検討の上鉱量の増加につとむべきであり，地域的に

，綜合的な検討を行うことが大切である。

9．結　論

山口縣玖珂地方のマXガy鉱床の調査結果をまとめれ

ば下記に示される通りである。

1）調査鉱床は主として玖珂郡の南部地域に分布レ・

接触鉱床および熱水鉱床よりなり・雁行歌に配列する鉱

体の集合よりなるものが多い。

2）柳宗鉱床（万代鉱山）の延長約130mを除けば多

くは100m以下であつて，特に』30m以下のものが多　一

く，他地方の稼行鉱床に比べて，おxむね規模が小さい。『

3）　珪マソ型の鉱石よりなる接触鉱床が多く，錦川流

域には淡マン型の鉱石は岩国鉱床においてのみ認めら

れ，明見谷第2・柳宗等の各鉱床も同型の鉱石よりなる

が，ほとんど採掘済である0

4）珪マソの精鉱品位はおxむねMp30～35％，SiO2

25～35％と見込まれるものが多い。酸化マンガソ鉱は多

く金属として取扱われ，Mn50％に達するものがある。・

5）調査当時は地表に近接する鉱体のみを稼行し，や

がて採掘済となるものがあるから，適切な探鉱を行い・

さらに深部の鉱体の捕捉につとめ，未稼行または現在休

止の鉱体にはさらに地質的な意昧を吟昧するとともに，

他方地域的に綜合的な検討を試むべきである。

　6）調査した鉱床に関する予想鉱量の総計は見込品位

Mn25～35％として，数万tを計上する1ことができ’る。

　7）調査当時これらの鉱床より月460tを出餌Lてい』、

たから，月500t，以上の出鉱は困離でないと思う・

　　　　　　　　　　（昭和26年5月調査）
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